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デザイナーの立場か らのCAD

畠中兼司

■ は じめ に

デ ザ イ ン,プ レゼ ンテ ー シ ョン,CAD/

CAM,CAEな ど広範 な分 野 でCGに よ る

ビジ ュアラ イゼ ー シ ョンが利用 され るよ う

に な って きた。 これ らの 分野 で は従 来 の実

物 に よる実 体化 か ら可 視化 に よる実 体化 と

して制 作 プ ロセス まで含 め た変 革 を もた ら

そ うと してい る。CGに よる ビジ ュア ルモ

デ ルは実体 モ デル に比べ,よ り速 く,し か

も多 面的 な視 点か ら形状 ・色 彩 ・材 質 等の

検討 が行 え るほか,実 在 しない物体 の可視

化 な ど様 々 な利 点 を もって い る。

こ れ はVR(バ ー チ ャル リア リテ ィ:仮

想現 実感)技 術 と呼 ばれ,最 近注 目を集 め

て い る。 本稿 で は家電 製品 のデ ザ イ ンにお

け る ビジ ュア ライゼ ーシ ョンの現 状 につ い

て シ ャー プ株 式会社 の 実例 に基 づ き考 察す

る。

■設 計 フ ロー

コ ン ピュー タに よる設計 情報 には具体 的

な寸 法 を もつベ ク ター情報(デ ザ イ ンモ デ

ル ・設計 図面 な ど)と,表 示 その もの に意

味 をなす ラス ター情 報(写 真 ・スケ ッチな

ど)の2つ があ る。 この2つ は複雑 に絡 み

合 ってお り,相 互の相 乗効 果 に よって のみ

利 用価 値 が拡大 す る もの と考 え られ る。

デ ザ イ ン業務 は ラス ター情報 をベ ク ター

情 報 に 変換 す る作 業 と もい え,デ ザ イ ン

CADシ ス テム は この 変換 作 業 にお いて デ

ザ イナ ー を支援 す る。

■ 家電製 品 に おけ る応 用事 例

① イ メー ジス ケ ッチ

デザ イナ ー の頭 の中 に浮か んだ製 品像 を

具 体化 す るア イデ アス ケ ッチ の段 階 で は製

品 の一部 分 の形 や色 の組 み合せ を変 え た り,

使 用環境 を様 々 に設 定 してデ ザ イ ンの検 討

を行 う。

これ らの作 業CG技 術 を利 用す れば多 数

のバ リエ ー シ ョンが容易 に作成 で きる。 当

社 の 「イメー ジ シ ンセサ イザ ー」 で は ビデ

オ カメ ラや ス キ ャナ に よ りラ フスケ ッチ を

シ ス テ ム に取 り入 れ,1677万 色 の カ ラ ー

テ ーブ ルを利 用 した カラー シ ミュ レーシ ョ

ンや合 成機 能 に よ る石 目,木 目な どの テ ク

ス チ ャ検討 が 行 え る。

② 文 字版下 の 作成

家電製 品で は操 作パ ネル な どに文字 や 図

記号 が必ず 表 示 され てい る。 これ らは従来,

デザ イナーが 手作 業で 版下 を作成 して 製版

の後,製 品 に印刷 してい た。

当社 で は 「CAPGraph」 を 開発 し,表

示 文 字 の デ ザ イ ン と レイ ア ウ ト(文 字 組

み)に 関す るデ ザ イナ ーの ノウハ ウをデ ー

タベ ース化 した。 この システ ムは スゴマ ー

クの作成 機能 や英文字 の大 文字 ・小文 字 変

換 ・英 語 ・日本 語表 示変換 を自動 的 に行 え

る機能 を備 え てい るほか,直 接 製版 フ ィル

ム を出力で きる。

CAPGraphの 導 入 に よ りデザ イ ナ ーの

技 術差 異 に よる仕 上が りの差 もな くな り,

作 業 日程 も大 き く短縮 され た。

③ デ ザ イ ンシ ミュ レーシ ョン
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デザ イ ンの最 終 的段 階は原寸 モ デ ルに よ

る検 討が行 わ れ る。 従 来,デ ザ イ ン部 門の

か な りの予 算が モ デル制作 に費 や され てい

たが 当社 で は実 物 モデ ル をつ く らず にデザ

イ ン検討 を行 う 「MEBIUS」 を開発 した。

実 物 モデ ルの作 成 に は1週 間程 を要 してい

た がMEB且USで は ワ イヤ フ レー ムモ デ ル

に面 を張 り,シ ェーデ ィング処 理 を施 して

実 物 に近 い商 品 モデ ルを数分 で作 成す る。

視 点 の変 更 も容 易 なた め,様 々 な角度 か ら

の検 討が 可能 で ある。 また,色 彩 や材 質の

シ ミュ レー シ ョ ンも同 時 に行 え る。

④ パ ーケ ージデザ イン

パ ッケ ージは商 品戦 略上,非 常 に重 要 な

要素 で あ り,そ のデザ イ ンにはCG技 術 と

AI技 術 に よる シ ミュ レー シ ョ ンが有 効 で

あ る。 当社 のパ ッケ ージデ ザ イ ンシステ ム

「PAGE」 で はパ ッケ ージ の寸 法 に応 じた

文 字 ・記 号 の最適 な大 きさや レ イアウ ト情

報 が知識 ベ ー スに登録 され てお り,箱 の寸

法,ケ アマ ー ク,品 名な ど を入 力す る だけ

で デザ インが表 示 され,版 下 まで 出力 され

る。所要 時 間 は30秒 程 で済 み,デ ザ イナー

の 負担 は大 き く軽減 され た。

■ 後 行程 との コ ミュニケ ー シ ョン

デ ザ イナーか ら製造 部 門へ の情報 伝達 は,

従 来 は ラス ター情報 の形 で行 われ てい たが,

デザ イ ン行 程 のCAD化 に よ りベ ク ター情

報 で の 伝 達 が 可 能 に な り,コ ミュ ニ ケ ー

シ ョンの 効率化 ・高 品質化 が 図 られて い る。

この コ ミュニ ケー シ ョンは一 方通 行 で は

な く,製 造側 か らの フ ィー ドバ ックも行 わ

れ る。 デザ イ ンされた形 状 につ いて機 構設

計 や金型 の解析,あ るいは プ リ ン ト基 板の

シ ミュ レー シ ョン を行 い,不 都 合 が あれ ば

デ ザ イ ンの修正 が 行 われ る。

■ お わ りに

製 品の デザ イ ンにお けるCG利 用 は急 速

に普 及 してい るが未 解決 の課題 も多い。

形 状 入力手 法 の改善 や,加 算混 色 で表現 さ

れ る ビジュ アルモ デ ルと減算混 色 でつ くら

れ る実物 モデ ル との連動 をど うとるか。 ビ

ジ ュア ルモデ ル を よ り現 実的 にす るた め に

はハ イ ビジ ョンCG,立 体視CGな どの 研

究 も進め な くては な らない。

設 計者 の ノウハ ウや技 術情報 を標準化 し

てデ ー タベ ースに 蓄 える こと も大 切 な要 素

で ある。

これ らの山積 み され た研究課 題 が一 つず

つ解 決 され,よ り高 度 なVR技 術,シ ミュ

レー シ ョン技術 が確 立 され る こと を願 って

や まな い。

(はたけなか・けんじ シャープ株式会社〉

操作パネル用版下

ビジュアルモデルの例
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